
 

ご注意 本資料に掲載されている業績予想は、当社が発表日現在において入手可能な情報をもとに当社が合理的

に判断したものですが、不確実性を含んでおり、その内容を当社として保証するものではありません。

実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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平成27年 12月期 通期（連結・個別）予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成27年12月期通期(平成27年１月１日～平成27年12月31日)の、連結につき

ましては平成 27年 11月13日付「平成 27年 12月期 第３四半期決算短信」にて公表しました業績予想を、個別に

つきましては平成27年２月14日付「平成26年12月期 決算短信」にて公表しました業績予想を、下記のとおり修

正致しましたので、お知らせ致します。 

                               

 

１． 平成27年12月期 通期 連結業績予想数値の修正 

   平成27年12月期 通期 (平成27年１月１日～平成27年12月31日) 

   
売上高 

(百万円) 

営業利益

(百万円) 

経常利益

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり当期

純利益(円) 

前回発表予想（A) 
9,624 108 90 △194 △60.32 

（平成27年11月13日発表） 

今回発表予想（B) 9,461 22 △14 △327 △101.32 

増減額（B-A） △162 △86 △104 △132 ― 

増減率 △1.7% △79.5% ― ― ― 

 

２． 通期 連結業績予想数値の修正の理由 

(1) 平成27年12月期累計期間 (平成27年１月１日～平成27年12月31日) 

営業利益・経常利益に付きましては、地盤改良事業における材料費・労務費・外注費等の上昇による粗利率

の低下、また、当期純利益に付きましては下記にてご説明します特別損失が発生したため、前回（平成 27年

11月13日）発表した予想数値を下回る見込みであります。 

(2) 平成27年12月期累計期間 (平成27年１月１日～平成27年12月31日) 特別損失の計上について 

 平成27年８月11日付「平成27年12月期第２四半期累計期間及び通期の連結予想の修正及び特別損失の発

生に関するお知らせ」にて説明致しました地盤の瑕疵補修工事に付きまして、特別損失が平成 27年 11月 13

日発表以降17百万円増加し、最終的に特別損失を約245百万円計上致しました。 

 そして、海外事業に於けますGRC(ガラス繊維強化コンクリート板)建材の製造・販売事業の撤退を決定し、 

減損処理並びに引当金に係る特別損失を68百万円計上致しました。 

 

                   

  



 

ご注意 本資料に掲載されている業績予想は、当社が発表日現在において入手可能な情報をもとに当社が合理的

に判断したものですが、不確実性を含んでおり、その内容を当社として保証するものではありません。

実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

  

３．平成27年12月期 個別業績予想数値の修正 

平成27年12月期 通期(平成27年１月１日～平成27年12月31日) 

   
売上高 

(百万円) 

営業利益

(百万円) 

経常利益

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり当期

純利益(円) 

前回発表予想（A) 
471  22 22 18 5.62 

（平成27年２月16日発表） 

今回発表予想（B) 472 34 △111 △179 △55.67 

増減額（B-A） 1 12 △133 △197 － 

増減率 0.3% 55.7% ― ― － 

 

４． 通期 個別業績予想数値の修正の理由 

当事業年度におきましては、２．（2）にて説明しました通り、海外事業に於けますGRC(ガラス繊維強化コン

クリート板)建材の製造・販売事業の撤退を決定し、販売費及び一般管理費項目の貸倒引当金を10百万円、営業外

費用項目の貸倒引当金を143百万円、減損処理に係る海外子会社のSOMETHING HOLDINGS ASIA PTE.LTD.の株式評

価損28百万円・海外孫会社のNIHON PANEL CO.,LTD.整理に係る引当金24百万円の合計52百万円を特別損失に計

上致しました。 

 

 

                                           以上 


